
 

 
 
 

「身に覚えのない請求を受けた」などの架空請求に関する相談が多く寄せられ 

ています。請求手段はメール、ＳＭＳ（ショートメッセージサービス）、はがき、

封書、電話などで、最近では、新型コロナウィルスに便乗したものもみられます。  

 

▼「マスクの注文承りました。代金 1 万３８００円。商品は代引きで送りま

す。受け取り拒否の場合、往復送料や手数料はお客さま負担となります。

不明な点は連絡を」と記載されたＳＭＳがスマートフォンに届いた。注文

した覚えがない。（５０代・男性） 

  

▼「消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」と書かれたはがきが公的機

関より届いた。取り下げ期限までに連絡しなければ裁判となり、資産等を

差し押さえると書かれている。（７０代・女性） 

 

▼携帯電話に「５億円が当選した。当選金受け取りのため、手数料として電

子マネーを４万円分購入し、カード裏面のコードを送ってください」とい

う内容のメールが届いた。（４０代・男性） 

 

文面に「訴訟をする」などと記載し消費者の不安をあおり、連絡させようと

します。裁判所、法務省等の公的機関や実在の事業者をかたる例があります。

記載の連絡先へ連絡すると、金銭を要求される例が多くみられます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
岐阜県県民生活相談センターでは、訪問販売や電話勧誘販売、マルチ商法などの  

トラブルをはじめ、消費生活に関する相談を電話、または面接で受け付けています。 

電話０５８－２７７－１００３です。（開設時間：平日８：３０～１７：００） 

土曜日は電話相談（９：００～１７：００）のみ  

受付消費者ホットライン ☎（局番なし）１８８番（いやや！） 

※☎ (局番なし )１８８番は、お住まいの市町村相談窓口又は県民生活相談センターにつながります。 
 

Ｒ２．６．１７ 岐阜新聞 

コロナ便乗詐欺  注意 

 架空請求は消費者の情報を完全

に特定した上で送られているわ

けではありません。連絡をする

ことで自分の情報を相手に知ら

れてしまいます。心当たりがな

ければ、決して相手に連絡しな

いようにしましょう 

また、偽の消費生活センター

を案内され「お金を支払うよう

に」とうその助言をされる新手

の手口もみられます。消費生活

相談窓口の電話は、「１８８」と

覚えておきましょう。 

 

※県内の消費生活相談窓口に寄せられた架空請求に関する

相談件数（ R1 は速報値）  
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